
【修正申告で延滞金を納付書に記載しない場合の納期限の表示方法】

　修正申告で延滞金を空欄として納期限を表示するには、以下の設定を行ってください。

１．メニュー1001の[納期限と平均貸付割合等の入力]タブの[納期限（原則時）時点の基準割引率及び基準貸付利率（公定歩合）]欄
　の割合を0%にします。
　　これにて、申告期限の延長に関する延滞金(損金算入分)は計算されません。

２．同メニューの対象税目の[法人〇〇税の延滞金計算基礎]タブで、[延滞金の入力方法]欄は「自動計算」として、
　[〇〇税の修正申告書提出期限]欄(※１)の日付を入力します。(それ以外の欄の日付は入力不要です。)(※２)
　　これにて、当欄の日付が「納期限」欄に表示されて、また、納付遅延に関する延滞金（損金不算入分)は計算されません。(※３)
   ※１　納付書の申告区分が更正に関する設定の場合は、[○○税の更正通知日]欄の日付を入力します。
　 ※２　２行目以降に１行目の設定を複写する方法は以下です。
　　　　①　１行目の[延滞金の入力方法]欄は「自動計算」として、[〇〇税の修正申告書提出期限]欄
　　　　　(もしくは[○○税の更正通知日]欄)に日付を入力します。
　　　　②　２行目を選択して、[F6前行複写]ボタンをクリックします。
　　　　③　[前行複写]画面で「すべての項目を、当行以降の明細にすべて複写。」をチェックして、[ＯＫ]ボタンをクリックします。
　　　　④　１行目の設定内容が、２行目以降の明細に複写されたことを確認します。
   ※３　確定申告書提出日や延滞金等納付日などの日付が不足しており、延滞金を計算するための期間が特定できないため、
　　　　　延滞金の計算は行われません。

作成日：令和５年５月２日
作成者：ＴＫＣヘルプデスク



【修正申告で延滞金を納付書に記載しない場合の納期限の表示方法】

３．メニュー1002や1003で各提出先団体の明細書の詳細画面を表示して、延滞金が計算されていないこと
　（延滞金の欄は非活性で金額は表示されていないこと)や、[納期限]欄に日付が表示されていることを確認します。
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